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【令和６年度活動方針】 

 

１、手話言語への認識を深めよう 

（１）兵庫県手話言語条例(仮称)を制定させよう 

（２）県内の自治体すべてに手話言語条例を制定し、手話言語施策さらに展開させよう 

（３）国連「手話言語の国際デー」に関連した取り組みを各地で展開させよう 

  

２、社会及び人権モデルの実現をめざそう 

（１）誰一人取り残さない共生社会の実現に向けた取り組みをしよう 

（２）きこえない、きこえにくい乳幼児や家族、関係者が手話言語を学べる環境を構築しよう 

（３）優生保護法による被害者の尊厳回復と障害者を差別する優生思想の根絶をめざそう 

（４）手話言語通訳・字幕挿入番組の拡充をさせよう 

（５）災害からろう者の命を守るための取り組みを進めよう 

  

３、手話言語学習者・手話言語通訳者を 

増やそう 

（１）手話言語を学ぶ人を増やし、手話言語通訳者（統一試験・手話通訳士）を育成しよう 

（２）講師を増やすとともに、講師の指導スキルアップを図ろう 

（３）私たちが望む「意思疎通支援事業」を多くの人へ理解と普及させよう 

 

４、兵庫県聴覚障害者協会を 

ますます発展させよう 

（１）運営と財政の安定を図ろう  

（２）会員拡大及び組織強化と関係団体との連携を深めよう 

（３）各事業所の事業を発展させ、拠点となる社会資源を増やそう 

（４）全日本ろうあ連盟発行の機関紙、書籍等を普及させよう 

（５）デフスポーツの理解を広め、「デフスポーツ・サポーター制度」の入会を増やそう 

 

５、主催及び主管行事を成功させよう 

（１）第５１回近畿ろうあ者体育大会（令和６年５月１８日(土)～１９日（日）明石市他 

（２）第４０回兵庫県ろうあ者大会（令和６年６月１６日（日）・神戸市） 

（３）第４０回近畿ろうあヤングフェスティバル（令和６年８月１７日(日)・神戸市） 

（４）近畿ろうあ高齢者大会＆第１４回近畿ろうあ高齢者スポーツ大会 

（令和６年８月３１(土)～９月１日（日）神戸市） 

（５）第５１回兵庫県ろうあ者新年大会兼成人祝いのつどい（令和７年１月１９日（日）・加西市） 
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 公－１聴覚障害者の福祉向上のための事業                          

（概要） 

聴覚障害者の生活支援や文化的活動および手話通訳者等の養成・派遣、一般企業や障害者事業所を利用

されることが困難な障害者に就労、生きがいの場の提供、調査研究などに通じて聴覚障害者の福祉向上を

図っている。 

１．手話通訳者などの講師養成事業 

県及び市町村レベルの手話奉仕員・手話通訳者養成講習会の指導者を養成する。 

（１）手話奉仕員養成事業講師講座 

  手話奉仕員養成事業（入門編）講師講習会 

  【開催期間】７月～３月 １５回（予定） 

  【開催場所】未定（２会場） 

  【募集人数】各２０名 

 

（２）手話通訳者養成事業講師講座 

手話通訳者養成事業（通訳Ⅰ）講師講習会  

  【開催期間】未定（平日夜） １５回 

  【開催場所】未定  

  【募集人数】１０名 

 

（３）兵聴協手話講師研修会 

   地域で手話講師を担っている人を対象に研修会を開催する。 

   【開催期間】未定 

   【開催場所】未定 

   【募集人数】４０名 

 

２．手話学習会 

（１）手話学習会 

開催場所以外のろう者をお招きした講演会を通して、地方手話などの学習、情報交換の場として設け

る。 

 【開催期間】未定 

  【開催場所】未定 

 

３．講師派遣事業 

手話講座や職員研修会を主催している団体（学校、手話サークル等）や自治体等からの要請に応じて講

師を派遣する。 

（１）内容 

講義：「手話とは」「聴覚障害について」「聴覚障害者の権利、ろう運動」「手話通訳について」等 

実技：手話通訳者養成講座、手話奉仕員養成講座、講師講習会、現任研修会 等 

（２）回数 
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   年間 約２００回 

（３）講師 

   当協会理事、監事、当協会登録講師、認定手話通訳者 

 

４．手話通訳者認定事業 

手話通訳者派遣事業の円滑な運営を図るため、実技及び面接などによる選考を行い、合格した手話通

訳者を当協会の認定手話通訳者として登録する。 

 【募集期間】   令和７年１月１５日～２月１２日 

 【実施日・場所】 令和７年２月２２日（土） 神戸市内 

 【合否発表】   令和７年３月末 

  

５．手話通訳者派遣事業 

（１）認定手話通訳者の派遣 

行政、団体等の開催する講演会、文化行事、会議、企業等が実施する研修会に主催者からの依頼に応

じ、手話通訳者を派遣する。 

 

（２）認定手話通訳者研修会の実施 

  認定手話通訳者の資質・技術の向上及び情報交換等を行うため、研修会を実施する。 

   

６．ろうあ兵庫の発行 

聴覚障害者のために幅広く福祉情報を提供するとともに、聴覚障害者に対する理解と啓発を促すため、

機関紙「ろうあ兵庫」を発行する。 

 

７．調査研究事業 

「聴覚障害者の生活及び福祉の現状について実態調査」を行い、聴覚障害者の福祉の向上につなげるた

め聴覚障害者福祉に関する調査研究を行う。 

 

８．ろうあ相談員研修事業 

（１）生活問題対策会議 

聴覚障害者を専門に相談支援を従事する相談員としての専門的知識・技術等の習得や情報交換のた

めの会議を行う。 

【日時・回数】５月、９月、２月（年３回） 

【場所】神戸市内【参加人数】１回毎に約１５名 

【対象】ろうあ者相談員、各市町身体障害者福祉相談員及び生活相談員等 

 

（２）聴覚障害者事業所連絡協議会 

県内の聴覚障害者支援事業所関係者が集い、情報交換及び意見交換、研修会等を行う。 

【日時・回数】情報交換・意見交換会（年１回）、研修会（年１回） 

【場所】神戸市内【参加人数】約１５名 

【対象】各事業所職員等 



4 

 

 

９．手話言語普及啓発事業(兵庫県委託事業) 

（１）若者対象手話講座の実施 

県内の高等学校、大学に在籍する学生を対象に聴覚障害者への理解促進と手話言語の普及に向け、講

座を開催する。 

【回数】１５０回＋動画 

【場所】県内の大学、専門学校、高等学校、中学校、小学校 等 

【対象】学生 等 

 

（２）出前手話講座の実施 

  県内の施設、学校、団体、企業等で勤める職員等を対象に聴覚障害者への理解促進と手話言語の普及

に向け、講座を開催する。 

【回数】１０回 

【場所】施設、学校、団体、企業 等 

【対象】職員 等 

 

（３）親子で学ぶ手話教室（乳幼児手話獲得）の開催 

  聞こえない乳幼児や保護者を対象にした手話言語で交流する場を設ける。  

【回数】６回 

【対象】聞こえない乳幼児、保護者 

 

（４）手話言語講師スキルアップ講座の開催 

手話言語講師の講師のスキルアップを図るための講座を開催する 

【対象】講師活動を行っている講師の指導スキルアップ 

 

（５）手話言語通訳者拡充レベルアップ講座の開催 

  手話通訳者全国統一試験対策のための講座を開催する。 

 【対象】手話通訳者全国統一試験の受験者 

 

（６）普及啓発イベント等 

  「手話言語の国際デー」に合わせた普及啓発イベントの実施 

 

（７）観光業向け手話講座 

 万博に向けた観光業従事者を対象に聴覚障害者への理解促進と手話言語の普及に向け、講座を開催 

する。 

 

（８）はじめての手話講座 

   県民に広く聴覚障害に対する理解を深め、手話言語に関心を持ってもらうための講座を開催する。 

回数：全１０回＋動画 
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１０．たじま聴覚障害者センター 

障害者総合支援法のうち就労継続支援Ｂ型事業を利用して但馬地域に在住する聴覚障害者のうち、主

に高齢者と重複障害者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるように、創作活動、生活に

関する情報や学習会等の生きがい活動の場と下請作業、施設外就労等の就労の場を提供し、その利用を

通して知識及び能力の向上及び就労への移行等の支援を実施している。 

（１） 就労継続支援Ｂ型事業 

【財源】訓練等給付費・請負収入・販売収入・補助金他 

【日時・回数】月～金曜日９時～１７時（必要に応じて土、日曜日開所する） 

【場所】豊岡市城南町２３番６号 豊岡健康福祉センター２階 

【定員】１９名 

【対象】一般企業、通常の事業所に利用することが困難な障害者うち日中の場を必要とする者 

 

（２）意思疎通支援事業 

但馬地域における聴覚障害者の生活とその福祉向上ため、手話奉仕員養成および手話通訳者研修、要

約筆記者派遣事業を受託して実施する。 

ア．豊岡市手話奉仕員養成事業（導入課程） 

  【委託元】豊岡市 

【財源】受託収益（障害者総合支援法・地域生活支援事業） 

【日時・回数】令和６年５月２５日 １回 

【定員】２０人 

【対象】豊岡市および近隣地域在住者 

 

イ．豊岡市手話奉仕員養成事業（入門課程） 

  【委託元】豊岡市 

【財源】受託収益（障害者総合支援法・地域生活支援事業） 

【日時・回数】令和６年６月１日～令和７年３月 ２４回 

【定員】２０人 

【対象】豊岡市および近隣地域在住者 

 

ウ．養父市朝来市手話奉仕員養成事業（入門課程） 

【委託元】養父市・朝来市 

【財源】受託収益（障害者総合支援法・地域生活支援事業） 

【日時・回数】令和６年５月１５日～令和６年１１月２７日 ２１回 

【定員】２０人 

【対象】養父市、朝来市在住者 

 

エ．香美町手話奉仕員養成事業（基礎課程） 

【委託元】香美町 

【財源】受託収益（地域生活支援事業） 

【日時・回数】令和６年５月１７日～令和７年１月２４日 ２５回 
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【定員】２０人 

【対象】香美町および近隣地域在住者 

 

オ．新温泉町手話奉仕員養成事業（入門課程） 

【委託元】新温泉町 

【財源】受託収益（障害者総合支援法・地域生活支援事業） 

【日時・回数】令和６年６月～令和７年１月 ２１回 

【定員】２０人 

【対象】新温泉町および近隣地域在住者 

 

カ．豊岡市要約筆記者派遣事業 

【委託元】豊岡市 

【財源】受託収益（障害者総合支援法・地域生活支援事業） 

【対象】豊岡市在住の聴覚障害者、行政機関他 

 

キ．豊岡市登録手話通訳者現任研修 

【委託元】豊岡市 

【財源】受託収益（障害者総合支援法・地域生活支援事業） 

【日時・回数】令和６年８月～１２月 ５回 

【対象】豊岡市登録手話通訳者・設置手話通訳者 

 

１１．はりまふくろうの家 

障害者総合支援法のうち就労継続支援Ｂ型事業を利用して、姫路市近郊に在住する聴覚障害者のうち、

引きこもりや、就職が困難な人たちに自立した日常生活又は社会生活を営むことができるように通所に

よる就労の機会を提供し、下請作業や生活に関する情報や学習会等の活動を通じて、その知識及び能力

の向上のための訓練等を行うとともに、一般就労等へ移行に向けて支援を実施している。 

（１）就労継続支援Ｂ型事業 

【委託元等】国・兵庫県・姫路市 

【財源】訓練等給付費・請負収入・販売収入・補助金他 

【日時・回数】月曜日～金曜日 ８：３０～１６：３０ 

【場所】姫路市東延末２－５１ 中川ビル 1 階 事業所内・外 

【定員】18名 

【対象】一般企業、通常の事業所に雇用されることが困難な障害者のうち日中の場を必要とする者 

 

１２．にしのみや聴覚障害者センター 

障害者総合支援法に基づく地域活動支援センターとして、平成 26 年 4 月に開所。聴覚障害者が自立

した日常生活又は社会生活を営むため、日常生活に関する学習や悩み事相談、その他の機会を提供する。

また、当事業所に通う仲間たちが共通するコミュニケーションを通して、共に学び会い、支え合う場と

して活動している。 

（１）地域活動支援センター 
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【財源】補助金等 

【日時・回数】月～金曜日９時～１７時 

【場所】西宮市津門大箇町 9-17 シャトーファイブ大箇１０１号 

【定員】１５名 

【対象】西宮市（周辺地域も可）在住の者 

 

１３．尼崎聴覚障害者センター 

（１）たつのころうあハウス（就労継続支援 B型事業） 

主に重複障害者や、就労・生活に困難を抱える聴覚障害者が自立した日常生活又は社会生活を営むことが

できるように、創作活動、生活に関する情報や学習会等の生きがい活動の場と下請作業、施設外就労等の就

労の場を提供し、利用を通して知識及び能力の向上及び就労への移行等の支援を行う。 

【財源】訓練等給付費・請負収入・販売収入・補助金他 

【日時・回数】月〜金曜日 ９：００～１７：００ 

【場所】たつのころうあハウス 

尼崎市立花町４丁目８番１２号 

【定員】２０名 

【対象】一般企業、通常の事業所に利用することが困難な障害者うち日中の場を必要とする者 

 

（２）たつのこ工房（地域活動支援センター事業） 

聴覚障害者の抱える問題や悩みを解決する為に、社会資源を提案したり支援体制を考えたりしていま

す。利用者のうち高齢者が多く体調面にも不安もみられるため介護事業所等との連携を取りながら支援

します。利用者が地域との交流や社会見学を通して、知識やルールを学び自立を目指せる場を提供して

います。 

【委託元等】尼崎市・西宮市補助金等  【日時・回数】月曜日〜金曜日 ９：００〜１７：００ 

【場所】尼崎市立花町２－６－２３ Ｋハイツ立花北１０１・１０２ 

【通所人数】定員１５名 

【対象】聴覚障害者等 
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公－２兵庫県立聴覚障害者情報センター運営事業                       

身体障害者福祉法第３４条に定める聴覚障害者情報提供施設の機能を有し、聴覚障害者の社会参加と自

立を援助し、生活・文化の向上と福祉の増進を図ることを目的に運営する。 

設置：兵庫県・神戸市 

運営（指定管理者）：公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会 

設置場所：神戸市灘区岸地通１－１－１神戸市立灘区民ホール２Ｆ 

開館日及び時間 火、水、木、金、土(祝日を除く) 午前９時～午後６時 

１．意思疎通支援事業 

（１）手話通訳者養成研修事業 

聴覚障害者の福祉に理解と熱意を持って、手話通訳者を目指す人を対象に、手話通訳に必要な基本技

術の習得並びに障害者福祉の概要、及び手話通訳者の役割・責務等の講座及び講義を行うことにより手

話通訳者を養成し、聴覚障害者の社会参加と福祉の増進を図る。 

ア．手話通訳者養成事業 

【受講資格】手話を駆使して特定の聴覚障害者と日常会話が可能である者 

          兵庫県手話通訳者認定試験（手話通訳者全国統一試験）受験予定者 

【事業内容】手話通訳Ⅰ 、手話通訳Ⅱ  、通訳Ⅲ  

聴覚障害者を理解しながら手話通訳ができる 

【会場】通訳Ⅰ：赤穂市  通訳Ⅱ：加古川市  通訳Ⅲ：伊丹市 

【募集人数】各講座２０名 

イ．兵庫県手話通訳者認定試験事業 

講座修了者を対象に兵庫県手話通訳者認定試験（手話通訳者全国統一試験）を実施し、合格者をひ

ょうご通訳センターに登録する 

ウ．手話通訳者全国統一試験対策講座 

兵庫県手話通訳者認定試験の過去の受験者と令和６年度の受験申込者を対象に試験対策のための講

座を実施する。  

（２）要約筆記者養成研修事業 

ア．要約筆記者養成事業 

  聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有するものに対し、聴覚障害者へのコミュニケーション手段とし

て、身体障害者福祉の概要、要約筆記の役割・責務についての理解と認識を深めるとともに、要約

筆記に必要な技術及び基本事項を指導し、聴覚障害者の社会参加と福祉の増進を図る。 

【受講資格】年齢が１８歳以上で、県内に在住もしくは在勤、在学で聴覚障害者の福祉に理解と熱

意を有し聴覚障害者への情報保障を行おうとする者 

    【事業内容】パソコン要約筆記 

【会場】宍粟市  

【募集人数】１２名 

イ．全国統一試験要約筆記者認定試験 

要約筆記者養成課程修了者及び要約筆記奉仕員から要約筆記者に移行をめざす人を対象に試験を実

施し、合格者をひょうご通訳センターに登録する。また、地域の要約筆記者派遣事業の登録試験と

しても普及をめざす。 
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【実施日】令和７年２月１６日 

【実施場所】神戸市 

【募集期間】１１月～１２月 

【受験対象者】要約筆記者養成講座修了生、地域の要約筆記奉仕員など 

【合格発表】令和７年３月 

ウ．その他 

養成講座修了生を対象とした要約筆記フォローアップ講座、パソコン要約筆記練習会等の実施 

（３）手話通訳者派遣事業 

ア．登録状況 

  手話通訳士及び全国手話通訳者統一試験合格者、兵聴協認定通訳者の登録を行う 

     A 登録 57名 B2 登録 72 名 C 登録 173 名 計 302 名 (令和６年 3月 31 日現在)                          

イ．研修会 

   登録通訳者に対し研修(基礎研修・技術研修・専門研修)を実施する。  

ウ．兵庫県公費派遣事業 

   障害者総合支援法に基づき、県域の聴覚障害者団体等の申請に応じて県意思疎通支援事業の手話通

訳派遣を実施する。    

エ．市町村公費広域派遣調整 

   市町の派遣事業からの派遣コーディネート依頼に応じてセンター登録通訳者の派遣コーディネート

を行う。派遣費用は依頼元の市町とする。県外の自治体に派遣依頼する場合において、派遣希望地

の自治体の規定する派遣費用が当該派遣元の派遣費用を上回る場合で、市町がその差額を負担でき

ない理由がある場合に、その差額を負担する。 

オ．兵庫県主催イベントにおける聴覚障害者への情報配慮事業 

   県が主催するイベント等の手話通訳者の配置を行う。 

 

（４）要約筆記者派遣事業 

ア．登録状況 

  全国要約筆記試験合格者を登録する。１5１名（令和６年３月３１日現在） 

イ．研修会 

  登録要約筆記者の質の向上を図るため定期的に研修会を開催する。 

ウ．兵庫県公費派遣事業 

   障害者総合支援法県意思疎通支援事業に基づき、県域の難聴者団体等の依頼に応じて要約筆記（手

書き・PC）派遣を行う。 

エ．市町村公費広域派遣調整 

  市町の派遣事業からの派遣コーディネート依頼に応じてセンター登録通訳者の派遣コーディネート

を行う。派遣費用は依頼元の市町とする。県外の自治体に派遣依頼する場合において、派遣希望地

の自治体の規定する派遣費用が当該派遣元の派遣費用を上回る場合で、市町がその差額を負担でき

ない理由がある場合に、その差額を負担する。 

（５）手話通訳者・要約筆記者、聴覚障害者の健康対策事業 

ア．けいわん検診 

   開催会場：4 カ所（丹波市、川西市、高砂市、神戸市 2 回） 計 5 回開催の予定。 
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 イ．健康対策啓発講座 

   頸肩腕障害の予防と理解を深めるために、県下各市町の設置手話通訳者および、登録通訳者、聴覚

障害者関連施設や事業所で勤めている職員、聴覚障害者団体の会員、サークル会員等に広く呼びか

け学習会を開催する。 

   【回数】１回 開催予定日時は未定 

 【会場】未定 

 【内容】頸肩腕障害についての予防と理解を深める内容 

 

（６）各担当者会議、研修会 

ア．コーディネーター研修会（手話通訳、要約筆記派遣合同） 

  県下各市町の意思疎通支援業務担当者及び手話通訳・要約筆記派遣コーディネーターを対象にコー

ディネーターとしての資質の向上を目的に開く。 

   【日時】調整中 

 【会場】兵庫県立聴覚障害者情報センター 

 【内容】コーディネーターの資質向上に関する内容 

イ．意思疎通支援業務担当者会議（手話通訳、要約筆記派遣合同） 

  県下各市町の意思疎通支援業務担当者と設置手話通訳者を対象に各市町への情報提供や提案及び情

報交換することにより各市町における同事業の充実と均一化を図ることを目的に開催する。 

   【日時】調整中 

  【会場】兵庫県立聴覚障害者情報センター 

 【内容】兵庫県内の意思疎通支援事業に関する内容 

ウ．設置手話通訳者会議 

  県下各市町、社会福祉協議会、職業安定所で手話通訳者として業務を行っている者を対象に設置手

話通訳者会議を実施する 

【回数】調整中 

 

エ．要約筆記コーディネーター情報交換会 

 県下各市町の要約筆記コーディネーターが集まり、意見交換、情報交換を行う。 

【回数】年１～２回 

【会場】兵庫県立聴覚障害者情報センター・オンライン 

 

（７）遠隔手話通訳事業 

実施を希望する市町を対象に、普及と促進を図る。 

 

２．相談支援事業 

聴覚障害者の多様な相談に対応するための窓口的な役割を担い、各種専門機関と連携を取りながら 

適切に相談支援をする。zoom を用いたオンライン相談も行う。 

（１）ろうあ者・難聴者相談 

ア．聴覚障害者相談窓口の設置 

【実施日時】週２回１０時～１８時  聴覚障害者相談員による相談 
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  イ．移動相談と支援者対象の勉強会の実施 

  県下各地域に居住する者の相談に応じるため、移動相談を実施する。 

  また、聴覚障害に関わる支援者を対象に『「聴覚障害」の理解セミナー』を開催する。 

    【派遣者】相談員、認定手話通訳者 

     【回 数】年３回 

   【時 間】１０時～１６時 

 

（２）聞こえの相談 

言語聴覚士による聴力検査、補聴器相談ほか、中途失聴難聴者の相談窓口として対応。必要に応じて 

耳鼻咽喉科医師の協力を得る。予約制。 

 

（３）こころの相談 

臨床心理士による心理カウンセリングを主とした相談支援の実施 

月３～４回（予約制） 

 

３．中途失聴者難聴者コミュニケーション訓練事業 

中途失聴者・難聴者等のコミュニケーション再構築を目的とし、読話（目で口もとを読むことによっ

て言葉を解す、聞き取りの手助けとなる方法）、手話等の講座を実施し、自立と社会参加を図る。 

実施会場：兵庫県立聴覚障害者情報センター、 県内数か所 

 

４．ろうあ者社会生活教室事業 

  聴覚障害者が社会生活を営む上で必要な知識、教養を高めるため、ろうあ者社会生活教室を開催す

る。年６回程度 

 

５．難聴者教室事業 

中途失聴者・難聴者等を対象に、社会参加促進を目的とした生活・教養等の学習会を開催する。 

【会場】情報センター 他 

 

６．聴覚障害者及び聴覚障害に関する理解促進事業 

（１）中途失聴難聴事業推進委員会の実施 

   県・政令指定都市の難聴団体・要約筆記団体と、県域で事業の方向性を確認し合う会議の場を提供。 

   また、家庭、社会生活、労働の３部会を設け、テーマごとに取り組む場を提供する。 

 

（２）「聴覚障害児とママ＆パパ交流会」の開催 

   県内に点在する聴覚障害の子どもたち、保護者に呼びかけ、成人聴覚障害者との交流の場を提供。 

   講演会、子どもたちの遊び場を、多くの団体や学生の協力を得て実施する。 

 

（３）「聴覚障害者文化祭」の開催 

   県立聴覚障害者情報センターの所在する灘区民ホールで年１回文化祭を開催協力する。 
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（４）「聞こえの懇談会」の開催 

  地域の中途失聴者・難聴者が一堂に集い、補聴器や福祉機器等の知識の学習や体験発表などを行い交

流することで社会参加につなげる。県下２箇所（予定）。 

 

７．聴覚障害者災害対応訓練事業 

（１）兵庫県合同防災訓練（協力） 

県が毎年実施している合同防災訓練の協力及び、地域の聴覚障害者と住民が共に訓練に参加し、相

互協力と理解を深めながら防災意識を高めることを目的とする。 

ア．全体会議 

  県合同防災会議の参画と聴覚障害やコミュニケーションについて提言する。 

イ．訓練の実施 

 

（２）ひょうご安全の日のつどいの出展と協力 

【日時】令和７年１月１７日（金） 

【会場】人と防災未来センター周辺 

【内容】避難所開設、住民参加訓練 

 

（３）都賀川等「河川の安全見守り活動検証訓練」の参加・提言 

   当センター付近の都賀川の安全見守り検証訓練に参加・提言を行う。また地域の訓練に参画する。 

 

（４）防災に関する学習の実施 

災害から身を守るために必要な知識を学ぶために学習会を開催する。 

 

８．聴覚障害者緊急時情報通信事業 

ひょうご防災ネットを活用して登録者のスマートフォン・携帯電話やパソコンに「緊急情報」「お知ら 

せメール」を発信する。 

 

９．情報機器の利用・貸出事業 

聴覚障害者の情報収集・提供やコミュニケーションを支援するため、ヒアリングループ、ＯＨＣ・書 

画カメラ、モバイルスクリーン、ビデオプロジェクター等の聴覚障害者用情報機器の貸出を行う。 

 

１０．字幕付ビデオライブラリー運営事業 

聴覚障害者等に字幕付映像作品（ビデオテープ・D V D）の貸出を行うことにより、聴覚障害者の知

識、教養、娯楽、文化の向上に資する情報提供を図る。 

１1．ＩＴ機器活用研修事業 

（１）パソコン相談 

  聴覚障害者を対象にパソコン相談を実施する。 

（２）パソコン講習会 

  聴覚障害者向けにパソコン講習会を実施する。 

（３）ＩＴ学校 
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  聴覚障害者からのニーズに合わせて単発の講座を開催する。  

（４）携帯活用講座 

スマホ・タブレットなどの活用について学べる講座を開催する。 

（5）ITサポーター養成講座 

  オンライン形式での講座にも対応できるサポーターを養成する。 

 

１２．聴覚障害者向けビデオ自主制作事業 

（１）聴覚障害者向けに手話や字幕を挿入したビデオを制作し、ビデオライブラリーでの貸出及び 

ホームページ等での動画配信を行う。    

（２）障害者統一放送機構「目で聴くテレビ」等からの依頼に応じて作品を提供する。 

 

１３．手話通訳者・要約筆記者養成強化事業 

  手話通訳者・要約筆記者の養成を強化するための講座を開催する。 

【事業内容】手話通訳Ⅲ  

聴覚障害者を理解しながら手話通訳ができる 

【会場】 検討中 

【募集人数】各講座２０名 

 

【事業内容】パソコン要約筆記 

【会場】加古川市  

【募集人数】１２名 

 

１４．ICT 研修事業の充実強化 

   ICT を活用した研修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

 

収－１出版物等普及事業                                  

１．出版事業 

 手話言語や聴覚障害者に関する書籍（DVDなどの映像物含む）の啓発・普及を行い、手話言語に対する

理解を広める。 

 出版物は（一財）全日本ろうあ連盟等が販売しているものを仕入・販売する他、当協会の独自出版物も

含まれる。 

 

２．事業部 

聴覚障害者用福祉用具や関連商品の販売・普及、また聴覚障害者および関係者向けのイベント等を企

画・実施する。 

 

（１）要約筆記用ＯＨＰロール 

要約筆記の活動の普及のため、ＯＨＰロール紙を販売 

 

（２）補聴器用電池 

補聴器用の特殊な電池を各種販売 

 

（３）筆談器販売 

聴覚障害者と会話する際に、必要とする筆談器を各種販売。 

 

（４）防災リュックサック、非常食品 

 災害に備えて３日間分の食材や避難において利用できるグッズを積んだものを販売 

 

（５）兵聴協を応援しよう LINE スタンプ 

 オリジナル LINE スタンプを普及することで手話言語の理解促進につなげる 

 

（６）創立 70 周年記念映画「咲む」グッズ販売 

 全日本ろうあ連盟７０周年記念映画「咲む」上映会に伴い、オリジナルグッズ販売 
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収－２ひょうご聴覚障害者介護支援センター運営事業                     

１．ひょうご聴覚障害者介護支援センター 

 介護保険法に基づく（介護予防）訪問介護・居宅介護支援・障害者総合支援法に基づく居宅介護・ 

 移動支援（ヘルパー派遣）を行い、高齢・重複聴覚障害者の在宅生活での困難な面を支援すること 

 を目的とする。また、行政や関係者に聴覚障害の理解・啓発を行う。 

 

（１） 介護保険法に基づく（介護予防）訪問介護事業 

介護保険法に基づく要介護・要支援認定を受けた高齢聴覚障害者等を対象に手話等でコミュニケー

ションができる訪問介護員（ヘルパー）が居宅を訪問して、入浴、排泄、食事介助等の身体介護、

調理、掃除、洗濯等の生活介助を行う。また必要に応じてコミュニケーション支援等も行い、利用

者の意思を尊重した介護を行う。 

また、県内各地でヘルパーの派遣ができるように、登録ヘルパーの拡大・呼びかけを行う。 

登録ヘルパーの資質・技術の向上及び情報交換等を行うため、毎月のヘルパー会議内での研修以外

に研修会を年数回実施する。研修内容として、介護技術だけでなく、医療に関する知識なども深め

ることができるよう、外部講師にも依頼をして研修を行う。また、手話技術に不安のあるヘルパー

に対しては、職員が講師となり手話講習会を行う。 

【派遣対象地域】県下全域 

【派遣日】利用者の個別のケアプランに基づき派遣 

 

（２） 介護保険法に基づく居宅介護支援事業 

聴覚障害者に対する知識を有する介護支援専門員（ケアマネジャー）が利用者の居宅を訪問し、生

活の相談、支援を行う。要介護や生活状況（困っていることや、支援してほしいこと）を確認しな

がら、今、住んでいる地域で安心して生活ができるように居宅サービス計画（ケアプラン）を作成

する。利用者が必要とする介護サービス（ヘルパーや、訪問看護、リハビリ、レンタルなど）の提

供が確保されるよう、各介護サービス事業所等との連絡調整を行う。を行う。 利用者の増加や、

自宅での看取り、医療機関との連携も必要になっており、介護支援専門員に求められるニーズも多

様、複雑化している。利用者、家族に安心したサービスが提供できるよう、職員の知識技術の研鑽

のため、外部研修などの研修会にも積極的に参加する。 

【対象地域】県下全域 

 

（３） 障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

【派遣対象地域】県下全域 

 【派遣日】障害支援区分に基づき、調整を行い派遣 

ア． 居宅介護 

障害支援区分１以上の聴覚障害者に、手話等でコミュニケーションができる訪問介護員（ヘルパ

ー）が利用者の身体介護や家事援助を行う。 

イ． 重度訪問介護事業 

障害程度区分４以上の、常時介護を必要とする障害者に、居宅において入浴・排泄・食事の介護、 
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乗降介助、家事援助、見守り等を行う。 

ウ． 同行援護事業 

エ． ろう者への「移動の支援」を安全かつ快適に行い「視覚情報の提供」、「代読・代筆」を行う。 

エ．移動支援事業（地域生活支援事業）  現在：神戸市、明石市、三木市、尼崎市にて実施 

屋外での移動が困難な方（肢体障害、知的障害、精神障害の方、）に対して必要な支援を行う。 

 

（４）利用者拡大・事業普及の取り組み 

ア．当法人会員や手話言語関係者を対象とした、介護保険制度、ホームヘルプサービス等の正しい情報

を周知・理解して頂くための学習会を開催する 

イ．地域協会と連携をし、行政や介護保険事業所・地域包括支援センター・障害者地域生活支援センタ

ーなどに、聴覚障害者支援に関わる際には、情報保障として手話言語などのコミュニケーション手段

を用いる事が必要不可欠であることの理解を促す 

ウ．地域内で制度の利用がうまくできていない聴覚障害者に対する支援を地域協会と連携をして行う。

またそれぞれのニーズ・要求をつかみ、今後の事業展開の検討を行う。支援できる幅を拡大する 
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他－１会員・関係団体相互扶助事業                                 

１．青年部 

（１）活動方針 

１．青年部三本柱に基づいて活動をしていこう！ 

 ア．仲間づくり ①前年度より新規会員を 10人増やそう！ 

         ②青年部員同士の交流を深めよう！ 

         ③社会情勢に応じた行事の方法を考え、仲間づくりの場を作っていこう！ 

 イ．学習づくり ①兵青研 100 名参加を目指し皆で一緒に学習しよう！ 

         ②社会生活教室や青年講座等に参加して知識を深めよう！ 

 ウ．要求づくり ①青年サロンを活用し、青年部員のニーズを拾っていこう！ 

         ②近畿、全国の行事に参加し最新の情報を持ち帰り、地元での要求運動 

につなげよう！ 

         ③ひょうご聴障ネットについて理解を深め、会員に加入、カレンダーの購入、夏の 

学習会に参加する等して、ひょうご聴障ネットの活動に協力していこう！ 

２．ろうのこども達と関わろう！ 

ア．ろうこどもふれあい企画等こども達と触れ合う場所を作ろう！ 

イ．ろうのこどもを持つ親との交流を深めよう！ 

３．発信力を高めていこう！ 

 ア．青年部員への情報提供をしっかりと行っていこう！ 

 イ．ろうあ兵庫で青年部員に対し、時事問題を提起していこう！ 

 ウ．SNS 等を利用して青年部の知名度を高めよう！ 

４．外部団体と繋がろう！ 

ア．N-Action ひょうご ①様々な行事に一緒に参加し、お互いに学び合おう！  

②合同学習会を開催し、ともに学び、交流を深めよう！ 

５．兵聴協青年部創立５０周年記念を祝う準備を進めよう！ 

 ア．５０周年記念誌制作のために過去の写真、資料を集めて歴史をしよう！ 

 イ．青年部 OBOG と交流を深め、兵聴協青年部の歴史を知ろう！ 

 

（２）事業計画 

【日時・回数／場所／参加人数／対象／費用】 

１．青年部総会 

 ４月２１日（日）／神戸市内／約４０名／常任委員・一般会員 

２．ろう子どもふれあい企画：７月１日（土）神戸 約５０名 

３．第４３回兵庫県ろうあ青年研究討論会：日程、場所未定／約 5０名 

４．青年のすゝめ：１１月２３日（祝）場所未定 ５０名 青年部＆N-Action ひょうご共催企画 

 ５．近畿ろうあヤングフェスティバル：８月１７日（土） 神戸 

 

２．女性部 

（１）活動方針 

ア．ひとりぼっちのろうあ女性をなくしていきましょう。 
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イ．ろう女性に関わる全国・近畿・県・市等の大会や学習会に積極的に参加して知識を高めていきまし

ょう。 

ウ．三専門部（高齢部・女性部・青年部）で情報交換に努めましょう。 

エ．旧優生保護法を巡る裁判、ろう女児の逸失利益を巡る裁判の勝訴への支援をしていきましょう。 

オ．ウクライナ侵攻問題などについて学習会を開くと共に戦争反対を表明し、未来の子ども達の為、世

界平和を求めていきましょう。 

（２）事業計画 

４月２１日（日） 第１３回女性部定期総会（中央区文化センター） 

５月２６日（日） 社会見学（場所未定）) 

９月 ８日（土） 第４２回兵庫県ろうあ女性のつどい 社会生活教室『女性セミナー』 

１月１１日（日） 女性部会＆デフ女子会 

〈近畿〉 

４月２0 日（土） 第１回本部委員会・代議員会＆総会 

６月２9 日（土） 第２回本部委員会・座長、助言者、通訳者、記録者の打合せ会 

７月 13 日（土） 大学習会（兵庫・神戸市） 

７月 14 日（日） 第５４回近畿ろうあ女性フォーラム（大阪・堺市） 

１１月２３日（土・祝）第３回本部委員会・代議員会・報告会 

３月未定     第４回本部委員会 

〈全国〉 

 10 月１８日（金）～２０日（日） 第５４回全国ろうあ女性集会（岡山県倉敷市） 

２月１日（土） 第４９回全国委員会（広島県） 

２月２日（日） 第５１回全国ろうあ女性研修会（広島県） 

 

３．高齢部 

高齢部会員相互の親睦と人格の発展並びに高齢聴覚障害者福祉の向上に寄与することを目的とします。 

（１）活動方針 

ア．一人ぼっちのろうあ高齢者をなくし、安心して生活できる環境と生きがいのある社会を作りましょ

う。 

イ．情報交換し、積極的に学習や研修会に参加して知識を深めましょう。 

ウ．県ろうあ高齢部の五大行事に積極的に参加しましょう。 

エ．旧優生保護法による強制不妊手術の被害者への救済に向け、支援して。 

オ．兵庫に聴覚障害者福祉施設をつくっていく運動をしていきましょう。 

 

６（ア）２０２４社会見学 

 （イ）第３８回兵庫県ろうあ者敬老会 

（ウ）２０２４年度こうれいしゃ講演会（社会生活教室） 

（エ）第 1９回兵庫県ろうあ高齢者グラウンドゴルフ大会 

（オ）２０２３年度１泊２日の旅 

（２）事業計画 

４月２０日（土） 第１３回高齢部定期総会 

７月１１日（木） ２０２３年度社会見学 

９月１６日（祝） ２０２4 年度こうれしゃ講演会（社会生活教室） 
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1０月２6 日（日） 第 19 回兵庫県ろうあ高齢者グラウンドゴルフ大会(川西) 

２月２１日（金）～２２日（土） ２０２４年度一泊二日の旅 

 

４．スポーツ部 

兵庫県一円のろうあ者がスポーツを通じて体位の向上を図り、かつ相互の信頼・協調の精神を培うこ

とにつとめ、社会人としての人格形成に寄与することを目的とする。 

（１）活動方針 

ア．当会員の健康づくりと会員相互のコミュニケーションづくりをサポートするために、各種スポー

ツ・レクリエーションの機会を設けよう 

イ．デフスポーツクラブとのパイプの強化と地域ろうあ協会への連携をしていこう 

ウ．デフスポーツの普及・啓発とともに、デフリンピック知名度を上げていこう 

エ．２０２５年デフリンピック日本開催へ向けて、認知度を上げていこう 

 

（２）事業計画 

４月２０日（土） 第１３回スポーツ部総会 （神戸） 

７月２７日（土） 兵庫県ろうあ者社会生活教室（開催地未定） 

８月２４日（土） スポーツふれあい２０２４（開催地未定） 

 

１１月１０日（日） 第４３回兵庫県ろうあ者ソフトボール大会監督主将会議（神戸予定） 

１１月１７日（日） 第４３回兵庫県ろうあ者ソフトボール大会（加古川・東播磨ﾌﾞﾛｯｸ予定） 

 

不定期実施・・・役員会、デフスポーツクラブ懇談会等 

 

≪近畿≫ 

  ４月２８日（日） 午前/近畿ろうあ連盟体育部全体委員会（神戸） 

  ４月２８日（日） 午後/第４９回近畿ろうあ者体育大会監督主将会議（神戸） 

５月１８日（土） 

～１９日（日） 第４９回近畿ろうあ者体育大会（兵庫県明石市・小野市・加西市） 

５月２８日（日）  第４９回近畿ろうあ者体育大会予備日（野球・テニス・ゲートボール/兵庫県明石市） 

  ６月１８日（日） 第２２回全国障害者スポーツ大会 

聴覚障害者バレーボール競技近畿地区予選大会（兵庫県神戸市） 

年４回実施・・・近畿ろうあ連盟体育部常任委員会 

 

≪全国≫ 

９月 １３日（金） 第５７回全国ろうあ者体育大会 

ブロック･加盟団体体育部長会議 （群馬） 

９月 １２日（木） 

～10 日（日） 第５７回全国ろうあ者体育大会         （群馬） 

１０月２８日（土） 

～３０日（月） 第 23回全国障害者スポーツ大会         （佐賀） 
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５．全国手話検定試験事業 

全国手話研修センターが行う全国手話検定の兵庫会場として試験を準備・実施する。 

（ア） 試験日 令和６年１０月１２日（土）５級・４級  １３日（日）３級・２級 

                 １９日（土）準１級・１級   

 （イ）会 場  神戸市・姫路市 

 （ウ）受験者のための学習セミナーの開催  

 

６．国際手話講座 

国際手話を学ぶための講座を開催し、国際手話による交流の促進を図る。 

（ア） 日  程  未定 

（イ） 会  場  未定 

（ウ） 参加予定人数 ２５名 

 

７．スポーツふれあい 

スポーツ・レクリェーションを通して、手話を学ぶ健聴者と聴覚障害者との交流と理解を深めるととも

に、体力向上と健康増進に努める。 

（ア）日  程  令和６年８月２４日（土） 

（イ）会  場  未定 

（ウ）参加人数 約３０名 

 

８．兵庫県聴覚障害者文化祭 

兵庫県内に住む聴覚障害者の文化を広く一般に公開し、交流することによって聴覚障害者の文化と福祉

の向上を目指す。 

（ア） 日  程  令和６年９月７日（土）１１：００～１５：００ 

（イ） 会  場  灘区民ホール・兵庫県立聴覚障害者情報センター 

（ウ） 参加予定人数 3００名 

 

９．兵庫県ろうあ者大会  

兵庫県下の聴覚障害者が一堂に集い、聴覚障害者福祉の充実、社会的地位の向上をはじめ聴覚障害者

相互の信頼と連帯を広め、更なる福祉・文化の発展を図る。 

（ア） 日   程 令和６年６月１６日（日）１１：００～１６：００ 

（イ） 会   場  垂水区文化センター レバンテホール    

（ウ） 参加予定人数 500 名 

 

１０．兵庫県ろうあ者新年大会兼成人祝いのつどい 

新しい年を迎えたことを喜び、新成人及び干支生まれの人をお祝いし、記念式典・アトラクション等

を楽しみながら、聴覚障害者相互の親睦を図ると共に、社会に対して聴覚障害者の理解を深めることに

よって啓蒙を促す。 

（ア） 日   程   令和７年１月１９日（日）１0：０0～16：00 
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  （イ） 会   場   加西市健康福祉会館ホール 

  （ウ） 参加予定人数 ３００名 

 

１１．兵庫県ろうあ者ソフトボール大会 

県下各地区のソフトボール大会を行い、心身の健康とスポーツ活動の推進に努める。 

（ア）日  程  令和６年１１月１７日（日） 

        監督主将会議・・・令和６年１１月１０日（日） 

（イ）会  場  加古川市内（東播磨ブロック） 

（ウ）参加予定チーム及び人数 ４チーム 約４０名 

 

１２． 第 10 回兵庫県ろうあ者討論集会 

兵庫県のろうあ者が一堂に会し、ろうあ者に関する諸問題の解決や効果的な取り組みを図るために、集

団学習生活を通じて自身の研鑽と参加者同士での相互連帯を深めていく。 

（ア）日  程  令和６年１１月２４日（日） 

（イ）会  場  未定 

（ウ）参加予定人数 １００名 

 

管理部門                                         

１．理事会 

第１回  ５月１４日（火） 

第２回  ６月１５日（土） 

第３回  ８月 ２日（金） 

第４回 １0 月 ５日（土） 

第５回 １２月２１日（土） 

第６回  １月１８日（土） 

第７回  ３月２２日（土） 

 

２．総会 

第１３回総会 令和６年６月 1５日（土）  

     

３．事務局 

   協会の実務全般のとりまとめを行う。 
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参考資料／関連団体・各種委員会等                             

１．三団体合同会議 

 兵庫県手話サ－クル連絡会、兵庫手話通訳問題研究会と当協会の役員による会議を必要に応じ開催する。 

 

２．各種大会、研修会 

（１）近畿 

ア．第５1回近畿ろうあ者体育大会 

 近畿地域在住のろうあ者がスポーツを通じて、その普及発展とみん民主的なスポーツ精神の高揚を図

り、あわせてろうあ者の健康を増進し、その生活を明朗にすることを目的とする。 

【日程】令和５年５月１８日（土）～１９日 (日) 

【会場】明石市、小野市、加西市  

 

イ．.第４０回近畿ヤングフェスティバル 

近畿地区のろうあ青年が一堂に会し、交流を行いながら相互の理解と親睦を深めることを目的とする。 

【日程】令和６年８月１７日 (日) 

【会場】神戸市 

 

ウ．第４５回近畿ろうあ高齢者大会＆第１４回近畿ろうあ高齢者スポーツ大会 

近畿一円に居住するろうあ高齢者が一堂に参集し、生活上の体験から生ずる高齢者の問題について意 

見を交換し、その豊かな老後の生活のあり方を討論し、併せて近畿各地のろうあ高齢者同士の相互理解

を深めることを目的とする 

【日程】令和６年８月 31 日（土）～9 月１日 （日） 

【会場】神戸市  

 

３．各種委員会 

（１）情報センター運営協議会 

兵庫県立聴覚障害者情報センターの運営安定や事業拡充について意見交換や支援を行う 

【委 員】県、神戸市の聴覚障害者団体及び支援団体の代表者 

【会議日】年６回程度 

 

（２）ひょうご聴障ネット 

兵庫県下の聴覚障害に関する事業を行っている県立聴覚障害者情報センターや各地の聴覚障害者セン

ター、介護支援センター、聴覚障害者関連事業所、特別養護老人ホーム「淡路ふくろうの郷」、これから

できる各地の「聴覚障害者のための地域生活支援センター」など、県下の聴覚障害に 関する福祉事業へ 

の支援を行うとともに、その対策、情報収集、運動等を行う。 

【委 員】兵庫県の聴覚障害者団体及び支援団体の代表者 

【会議日】毎月第３木曜日 １９時から２１時まで 

【学習会】年１回開催 
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（３）兵庫のろう教育を語り合う会 

ろう教育に関する意見交換と情報交換を図り、ろう教育に関わる問題の対策を考える。 

【委 員】当協会、支援団体から２名、教育関係者から若干名 

【会議日】毎月１回以上 

【学習会】年２回開催  

 

（４）兵庫手話健康対策委員会 

頚肩腕障害に対する正しい知識と理解を得るために学習強化を図り、予防対策を考える。 

【委 員】当協会、支援団体の代表者 

【会議日】隔月第２月曜日  19時から 21 時まで 

【学習会】年 2 回開催 

 

（５）災害対策委員会 

阪神・淡路大震災や台風２３号水害等の聴覚障害者救援活動や全国各地の実践例をふまえ、災害時の

聴覚障害者に対する救援支援体制の構築や防災について考える。 

【委 員】当協会、支援団体の代表者 

【会議日】年６回 

 

（７）聴覚障害者の医療を考える会 

「いのちを考える会」を定期的に開催し、病気の予防、体力増進、健康管理など医療の知識を高める。 

【日 程】隔月 第３木曜日  １８時３０分から２０時３０分まで 

【会 場】あすてっぷ神戸 

【人 数】２０名 

【その他】県内行事に参画し「健康相談・血圧チェック・口腔衛生・お薬相談・検査相談・リハビリ相

談コーナー」を設ける。 


